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§１．研究実施体制  

 

（１）「山中」グループ 

① 研究代表者：山中 康裕 （北海道大学大学院地球環境科学研究院、教授） 

② 研究項目 

・ 植物プランクトン群集の多様性を表現する次世代モデルの開発[H23-28 年度] 

・ ナウキャスト用のオペレーショナルモデルの開発[H23-28 年度] 

・ 衛星観測アルゴリズムの改良と検証[H23-26 年度] 

・ オペレーショナルモデルへのデータ同化を通じたナウキャストの基盤形成[H25-28 年度] 

 

（2）「鈴木」グループ 

① 主たる共同研究者：鈴木 光次 （北海道大学大学院地球環境科学研究院、准教授） 

② 研究項目 

・ 連続自動海水ろ過システムの開発 [H24-26 年度] 

・ 超高速液体クロマトグラフィーによる植物プランクトン色素分析法の開発と応用 [H23-28

年度] 

・ 色素データに基づいた植物プランクトン群集組成の推定とその検証 [H25-28 年度] 

H25 年度 

実績報告 
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§２．研究実施の概要  

 

  海洋の植物プランクトンは多様性に富んでおり、総計で約７万種以上が存在すると見積もられて

いる。海洋が陸域に比べて比較的単調な環境に見えるにも関わらず、これほどの多様性があるの

は驚きと言える。この多様性がどのように成立し、何故可能となっているかを解明するために、シミ

ュレーショングループ・現場観測グループ・衛星を用いた観測グループ、3 者の協力によって研究

を進めた。 

  スーパーコンピュータを用いたシミュレーションでは数百種の植物プランクトンを競争させる計算

を行った。その結果、数十種の植物プランクトンが生き残り、それらが共生している状況を作り出す

ことに成功した。生き残りと絶滅を分けるメカニズムについても研究し、相対的な増殖速度が他のグ

ループより大きい事が重要である事が判った。陸上植生では多少性能が劣る種でも長期間存在す

る可能性があるが、海洋ではこのような事態は起こりにくいようであるが、詳細は今後検討する。 

  人工衛星を用いた海洋の植物プランクトン群集構造を推定するための技術改良を行った。技術

改良に必要である植物プランクトン群集に関するデータを世界中から収集・編纂し、これまでのデ

ータ量の倍以上のデータセット（13,500 点以上）を新たに構築した。その結果、これまでの技術によ

る人工衛星から探知される植物プランクトン分類は 9 グループであったのに対し、今年度の研究で

11 グループに拡大させた。また、植物プランクトンの種数というよりは、植物プランクトンの細胞サイ

ズ分布によって定義される多様性の概念を導入し、人工衛星による観測に応用可能な、植物プラ

ンクトンの粒径分布を推定する新技術を、いつくかの植物プランクトングループ対して開発した。そ

の結果、この新技術によって推定される植物プランクトンの細胞サイズは、人工衛星観測には応用

できない別の手法で推定される細胞サイズと、おおよそ近い値となり、新技術の人工衛星観測へ

応用の可能性が生まれた。 

  連続自動ろ過海水システムの開発をアドバンテック東洋(株)および東洋濾紙（株）と行い、2014

年1月末に装置が北海道大学に納品された。研究室にて、ろ過条件を設定し、装置の一連の動作

確認を実施した。また、本年度、超高速液体クロマトグラフ（UHPLC）および従来装置である高速液

体クロマトグラフ（HPLC）を用いて、ベーリング海およびチャクチ海から採取した色素試料の分析を

行った結果、両者のデータに良い一致が見られた。さらに、蒼鷹丸 SY-13-4、陽光丸 KY1301、白

鳳丸 KH-13-7 次研究航海で採取した色素試料の分析を行い、分析値が確定したデータを山中グ

ループに提供した。これまでに得た植物色素データの検証のため、明視野および走査型電子顕

微鏡による植物プランクトン細胞の検鏡観察、次世代シークエンサーを用いたラン藻

Synechococcus、不等毛藻類、ハプト藻類の分子系統解析および多様性評価などを実施した。この

Synechococcus の解析は、CREST 国際強化支援課題「西部北太平洋および周辺海域における原

核植物プランクトン群集の多様性評価」の一環として、香港科技大学 Hongbin Liu 博士とともに実

施した。 
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